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春のやわらかな陽ざしに、季節の移ろいを感じる頃となりました。皆様には日頃より、でんでん

虫の会の活動に温かいご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。当法人は、障害のある人

の暮らしが特別なものとしてではなく、地域の中の自然な営みとして存在する社会を目指し、日々

の支援に取り組んでおります。 

今年度は、利用者さんの暮らしを長期的に支えていくために、グループホームの建て替えについ

て具体的な検討を進めてまいります。あわせて、地域のニーズや時代の変化を見据えながら、安定

した事業収支のもと今後の事業展開についても丁寧に検討を重ねていきたいと考えています。 

地域の皆様に支えられてきたこれまでの歩みに感謝しつつ、これからも利用者さんが安心して暮ら

し続けられる環境を守り、そして広げていくために、職員一同力を合わせて取り組んでまいります。

今後とも、変わらぬご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。  

 

新年度のご挨拶 
社会福祉法人でんでん虫の会 理事長 藤井ひとみ 

令和８年 

でんでん虫の会へのご寄付のお願い 
あなたの支援を必要としています！ 

 社会福祉法人でんでん虫の会 

TEL 0795-46-0873 

info@dendenmushinokai.com 

お問い合わせは  お電話やメールによるご寄付の申込も受け付けています 

「社会の営みの中で、障害のある人が、 

ごく当たり前にいきいき暮らせる社会づくり」 

法人全体の専門性に加え、事業所内外のチーム力をもって充実した

支援を行い、これからも地域の中で皆様と共に歩んでまいります。 

当法人の活動にご賛同いただける方は、ぜひ「でんでん虫の会賛助会」

に入会していただき、ご支援いただけませんでしょうか。 

 

 でんでん虫の会 賛助会 

年会費 個人（1 口）3,000 円 

 団体（1 口）5,000 円 

後日でんでん虫の会より領収証をお送りします 

① 右の QR コードを読み取りください。 

② 賛助会入会申込フォームより質問事項に 

ご回答ください。 

入会申込方法 

※会員様には、活動報告としておたよりを 
ご希望の方法により配信します 

加東市の空き施設を活用し様々な事業を行ってきましたが、

近年建物の老朽化による課題が増えてきました。また地域にお

いては、高齢者世帯が増え、過疎化が進んでいます。 

私たちは、利用者さんだけではなく、地域の皆さんが集える場

所として、新施設の建設を目標としています。 

皆さまからいただいたご寄付については、新施設建設費用を

中心に「障害福祉事業」や「地域公益事業」の運営費用として

活用させていただきます。 

「自分らしく その人らしく」を大切にする 

社会づくりを目指します 

詳細はこちらからご覧ください 

障害のある方を 
支えたい！ 地域の未来を 

応援したい！ 

クラウドファンディング支援募集のご案内 
でんでん虫の会賛助会のご案内 
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カ ラ コ ル 

パン工房カラコルは 

指定障害福祉サービス事業所です 

でんでん虫の家 

定 休 日  土 ・日 ・祝 日  

 

営 業 時 間  AM１ ０ ： ０ ０ ～ PM５ ： ０ ０  
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さくらあんパン １８０円 

いちごジャム入り！ 

つぶつぶいちご チョコ 

パン工房カラコル 

春のおすすめ商品 

4/29(水)祝日は営業いたします 

 

(税込) (税込) 

春色マフィン 250 円 

 

コロナ禍以降、事業所の活動として外出の機会が少なくなったり、各ご家庭においてもご家族そろっての外出の

機会が減っている現状をふまえ、法人の利用者みんなで行く旅行を計画しました。全員が一緒に行動することは

難しくても、同じ場所でそれぞれの楽しみ方で過ごすことができれば良いと考えました。 

事業所での普段の生活は、利用者さんのために環境を整えて過ごしていただいていますが、USJ のようなテー

マパークに行くと、歩く距離も増え、食事やトイレに関してもいつものようにはいきません。職員の事前準備でカバ

ーできることもありますが、いつもと違った環境の中で過ごすことも体験のひとつだと感じました。それでも他の人と

同じように楽しむことができました。 

今回の利用者さんの笑顔をみて、これからも新しい活動に挑戦し、いろんな体験や経験を重ねていきたいと思

います。利用者さんが毎年楽しみにされている「運動会」や「秋まつり」同様、「旅行」を法人行事に新しく取り入れ、

皆さんの楽しみがひとつ増えるよう続けていきたいと思います。 

 
あっと 主任 上野 麻貴 

たくさんのお客さん、アトラクションを楽

しむ大きな声に初めは戸惑いましたが、その

ような中で食事をしたり、歩いているうちに

楽しい気持ちになっていく様子が見られまし

た。いつも一緒にいる仲間といつもとは全く

違う場所で楽しくすごせていたと思います。 

歩きながら食べるチュロスもおいしくて、

うれしくて、楽しみのひとつでした。普段パ

ンを食べない方もお肉のサンドウィッチを食

べました。みんなで食べるレストランのラン

チは格別でした。 

「あっと」はどんな様子だった？ 

今年一番の大イベントのミッションにハラハラ、

ドキドキ。私たちは、５グループに分かれて、それ

ぞれが行きたいエリアを決めて楽しむことにしまし

た。エントランスをくぐると別世界！！マリオ、キ

ティちゃん、スヌーピー、ポケモンなどのキャラク

ターに、わくわく。ウキウキ。 

人混みをかき分けながら、まずは、腹ごしらえ。

中華あり。ファーストフードあり。豪華洋食あり。

食事を終え、第一関門クリアした感じでした。お土

産もたくさん買え、第二関門もクリアでき大満足。

おまけにパレードも！ 

帰りのバスでは「楽しかった～！」と口々に聞く

ことができ、うれしい１日となりました。 

「でんでん虫の家」の感想は？ 
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